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１．組織の概要 

  ・事業者名及び代表者名 有限会社ジンザイサニテック 
代表取締役 米山 二郎 

 
  ・所在地 本   社 島根県出雲市荒茅町 4199 番地 1 

松江営業所 島根県松江市東津田町 1047-12 

大田営業所 島根県大田市久利町久利 612-3 

環境車庫  島根県出雲市荒茅町 684 

旧事務所(倉庫) 島根県出雲市荒茅町 534 

  
・ 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

責任者 米山 正一郎 
担当者 伊藤 和博 
連絡先 TEL 0853-28-0011 
 

・ 事業活動の内容 
 産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を含む）、一般廃棄物収集運搬業（積替え保管を含む）、

浄化槽保守点検・清掃業、下水道維持管理業（洗浄､調査､補修､浚渫､工事）上水道施設維

持管理業（清掃、維持管理） 
・ 事業規模等 

（受託した廃棄物収集運搬量） 産業廃棄物 689.65m3、一般廃棄物 28,377.80 t 
（従業員数） 57 人(ﾊﾟｰﾄ･派遣･委託含む) 
（事業所延べ床面積） 840.94m2 

（法人設立年月日） 昭和 32 年 10 月 25日 
（資本金） 300 万円 
（売上高） 78,525 万円 (2022.9.1～2023.8.31)  

（組織図） 
 
 

 
社長 

専務 

総務・経理

事業部 

環境管理課 収集清掃課 

下水係 管理係 清掃係 収集係 営業業務支援
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（１）．許可の内容 
産業廃棄物収集運搬業 

都道府県及び政令指定都市 島根県 

許可番号 3210026395 

許可取得年月日 平成 29 年 2 月 10 日 

有効期限    平成 36 年 2 月 9 日 

許可項目 燃え殻、汚泥、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、

金属くず、ガラスくず等、鉱さい、がれき類、家畜のふん尿、家畜の死体、ばいじん 

以上 15 品目 石綿含有産業廃棄物であるものを含み特別管理産業廃棄物であるものを除く 

 

（２）．施設等の状況 
積替え保管場所 

  所在地：島根県出雲市荒茅町 4199 番地 1 

  面積：67.2m2 

種類：廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず等、

がれき類 

  積替えのための保管上限：14.4m3 

  許可条件：専用コンテナ(3.6m3x4 台)による保管 

 

車両台数 ディーゼル車 41 台 
ガソリン車 23 台 
ハイブリッド車 2 台 

・ 許可対象車輌 
車体の形状 種  別 最大積載量 台数 

清掃車 強力吸引車 

5070kg １台 

2860kg １台 

2820kg １台 

2550kg １台 

塵芥車 パッカー車 

3300kg(1.69mx1.98m) １台 

3150kg １台 

2850kg １台 

糞尿車 バキューム車 

7200kg ２台 

7000kg １台 

3700kg 9 台 

3600kg １台 

3000kg １台 

1800kg １台 

着脱式脱着装置付 

コンテナ専用車 
アームロール 3000kg(1.69mx1.98m) ２台 

キャブオーバ 

軽トラック 350kg ２台 

ユニック 3000kg １台 

ユニック 2000kg １台 

軽ダンプ 350kg １台 
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（３）．一般廃棄物収集運搬業の許可の内容（詳細は別表１に記載） 
（出雲市） 

   市内一般廃棄物収集運搬業（積替え、保管については不燃物限定とする。） 

   業務の範囲は、市が行うことが困難な一般廃棄物の収集運搬に限ること。 
（大田市） 

   一般廃棄物の種類 可燃物・不燃物 
（雲南市・飯南町） 

   一般廃棄物の積替え及び積置き等行わないこと 

 
（４）．建設現場等の概要及び件数 

元請け 1件、下請け 1件（詳細は別表２に記載） 

 

（５）．処理実績 
（環境への負荷の自己チェック表） 

4. 受託、または受領した廃棄物、再生資源等の処理量等 より  

2023 年度（2022 年 9 月～2023 年 8 月） 

処理方法等 廃棄物等種類 
処理量

（m3） 

（ⅰ）収集運搬 

燃え殻   

汚泥 380.65 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 229.9 

紙くず 54.9 

木くず 78.9 

繊維くず  1 

動植物性残渣 0 

ゴムくず 0 

金属くず 21.3 

ガラス、陶磁器くず 4.1 

鉱さい 0 

がれき類 23.86 

家畜のふん尿 0.00 

家畜の死体 0.00 

ばいじん 0.00 

収集運搬量合計 794.61 

 

受託した一般廃棄物の運搬量 

収
集
運
搬 

廃棄物等種類 処理量（t) 

燃えるゴミ 103.6 

紙・ダンボール 3.9 

破砕ごみ 4.9 

埋立ごみ 4.5 

小 計 116.9 

し尿・汚泥 28,113 

合 計 28,229.9 
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２．対象範囲（認証・登録の範囲） 

・組織：本社（車庫、駐車場を含む）、環境車庫、旧事務所（倉庫） 
（松江営業所、大田営業所は事業活動に関わらない施設として対象外とする）  

・活動：全事業活動を対象とする … 「①組織の概要」の「事業活動の内容」のとおり 
・レポート対象期間：2021 年 9月 1日～2022 年 8月 31 日 

 

 

３．環境経営方針 

 

【基本理念】「地域環境と自然環境の保護」 

 

有限会社ジンザイサニテックは、あまたの歴史・文化遺産が豊かな自然と調和している

神話の国「出雲」でし尿収集、浄化槽の保守点検、清掃及び廃棄物の収集運搬の企業活

動を続けてまいりました。これからも顧客の満足度の向上を図り、企業活動を通して地

域環境・自然環境の保護に努め、健全でクリーンな未来社会実現に貢献します。 

 

1. 当社の事業活動により生じる環境への影響をしっかりと把握し、継続的改善及び環境汚染防止に挑戦し

ます。 

2. 当社は環境に関する法律および条令や協定、当社が合意した事項を遵守します。その他環境に関する要

請に対応します。 

3. 当社の事業活動により生じる環境負荷を低減するよう、二酸化炭素排出量、電気・水使用量、廃棄物を

削減し、廃棄物のリサイクル処分に努めます。 

4. 顧客へ再資源化の提案、分別指導などを行い顧客満足度の向上を図るとともに収集運搬車両の効率的な

運行と燃費向上に努めます。 

5. 化学物質使用量の適正管理を行います。 

6. 事務作業の効率化を図ります。 

7. 地域ボランティアの参加を推奨します。 

8. 当社の環境経営方針は、全社員に周知徹底し社外へ公開します。 

 

2021 年 11 月 15 日 改訂 

有限会社ジンザイサニテック 代表取締役 米山二郎 
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４．環境経営目標 

翌年度（短期）の目標は2020年の1％減を設定する
中・長期目標は過去三年間の平均値の1％減を設定する
電力使用量のkg-co2の係数は中国電力の数値を用い過去年度に当てはめる
中国電力　2020年度kg-co2の排出係数は0.521kg-co2/kwh

2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

311,068 318,965 314,380 307,957 311,656 311,656

対前年増減量％ 2.54% -1.44%

内電力分(kw/ｈ) 56,054 59,972 61,958 55,493 58,735 58,735

二酸化炭素

排出量
29,204 31,245 32,280 28,912

増減量％ 7.0% 3.3%

内 化石燃料(ℓ） 111,692 113,980 111,874 110,575 111,390 111,390

二酸化炭素

排出量
281,863 287,719 282,100 279,045

増減量％ 2% -2%

内　軽油(ℓ） 87,454 89,560 86,739 86,579 87,038 87,038

二酸化炭素

排出量
225,631 231,065 223,787 223,375

増減量％ 2.4% -3.1%

内　ガソリン(ℓ） 24,238 24,420 25,135 23,996 24,352 24,352

二酸化炭素

排出量
56,232 56,654 58,313 55,670

増減量％ 0.8% 2.9%

23.4 t 24.3 t 23.2 t 23.2 t 23.4 t 23.4 t

増減量％ 3.8% -4.5%

1,082.8 ㎥ 1,115.4 ㎥ 1,086.9 ㎥ 1,072.0 ㎥ 1,084.1 ㎥ 1,084.1 ㎥

増減量％ 3.0% -2.6%

内上水分 740.2 ㎥ 723.3 ㎥ 760.5 ㎥ 732.8 ㎥ 733.9 ㎥ 733.9 ㎥

増減量％ -2.3% 5.1%

内地下水分 342.6 ㎥ 392.1 ㎥ 326.4 ㎥ 339.2 ㎥ 350.2 ㎥ 350.2 ㎥

増減量％ 14.4% -16.8%

357,200 枚 323,673 枚 285,180 枚 353,628 枚 318,797 枚 318,797 枚

増減量％ -9.39% -11.89%

実　　　績 目　　標

4

コピー用紙

使用枚数の削減

1

総二酸化炭素排出量

2

廃棄物処理量の削減

3

総

排

水

量

の

削

減

排水量
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2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

5

適正な保管・

管理

適正な保管・

管理

適正な保管・

管理

6

①二酸化炭素

量の削減項目

の自動車燃料

の削減と同じ

②運搬時の法

令を遵守し廃

棄物の飛散防

止

①二酸化炭素

量の削減項目

の自動車燃料

の削減と同じ

②運搬時の法

令を遵守し廃

棄物の飛散防

止

①二酸化炭素

量の削減項目

の自動車燃料

の削減と同じ

②運搬時の法

令を遵守し廃

棄物の飛散防

止

7

①ソフトウエ

アの熟達②ソ

フトウエアの

改善・更新

①ソフトウエ

アの熟達②ソ

フトウエアの

改善・更新

①ソフトウエ

アの熟達②ソ

フトウエアの

改善・更新

8

①地域ボラン

ティアへの参

加②運搬時の

法令を遵守し

廃棄物の飛散

の防止

①地域ボラン

ティアへの参

加②運搬時の

法令を遵守し

廃棄物の飛散

の防止

①地域ボラン

ティアへの参

加②運搬時の

法令を遵守し

廃棄物の飛散

の防止

受託した廃棄物の

収集運搬時の環境配慮
外部からの苦情の受付　０件

事務作業の効率化
新しいシステムソフトウェアへの

理解が高まり効率化が行われた

地域ボランティア
地域に情報提供し

地域の美化・清掃活動に参加する

実　　　績 目　　標

化学物質の適正使用 適正な保管・管理
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５．環境経営活動結果の取りまとめ 

 環境目標の実積 

2020年中国電力換算値 0.521 ｋｇ－co2

目標 実績 目標 実績

2020年度 2023年度 2020年度 2023年度

307,957 315,766 1,072.0 ㎥ 1,021.5 ㎥

対目標増減量％ 2.54% 増減量％ -4.71%

内電力分(kw/ｈ) 55,493 53,689 732.8 ㎥ 799.7 ㎥

二酸化炭素

排出量
32,463 31,408 増減量％ 9.13%

対目標増減量％ -3.25% 339.2 ㎥ 221.8 ㎥

内化石燃料(ℓ） 110,575 112,506 増減量％ -34.61%

二酸化炭素

排出量
279,045 284,358 353,628 枚 277,500 枚

増減量％ 1.90% -21.53%

内　軽油(ℓ） 86,579 89,784

二酸化炭素

排出量
223,375 231,643

増減量％ 3.70%

内　ガソリン(ℓ） 23,996 22,722

二酸化炭素
排出量

55,670 52,715

増減量％ -5.31%

23.2 t 33.3 t

43.6%

太陽光発電力分(kw/ｈ) 35,994

二酸化炭素

削減量
21,056

項　　　目 項　　　　目

1

総二酸化炭素排出量

3

総

排
水

量

の
削

減

排水量

内上水分

内井戸水分

4

コピー用紙
使用枚数の削減

増減量％

5 化学物質の適正使用
適正な保管・
管理を行う

適正な保管・

管理がして

あった

2

廃棄物処理量の削減

増減量％

7 事務作業の効率化

①ソフトウエ

アの熟達

②ソフトウエ

アの改善・更

新

ソフトウエア

の熟達を図り

改善点を検討
した

8 地域ボランティア

①地域ボランティ

アへの参加

②運搬時の法令を

遵守し廃棄物の飛

散の防止

コロナ禍の為社外

美化のみ行い、地

域ボランティアに

は参加できなかっ

た。廃棄物の飛散

等はなかった

6
受託した廃棄物の

収集運搬時の環境配慮

①二酸化炭素

量の削減項目

の自動車燃料

の削減と同じ

②運搬時の法

令を遵守し廃

棄物の飛散防

止

数値化目標に
ついては達成

できなかっ

た。廃棄物の
飛散等はな

かった

ガソリンの消費が減り二酸化炭素排出量が削減できた、今後も作業車両の運転時に省エネ運転に心掛ける。 

夏季に地下水位が低下し井戸水ポンプの使用を停止したため、井戸水の使用が減ったことにより上水の使用が増加。 
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６．環境経営活動計画の取組結果とその評価、次年度の取り組み内容 

 

今年度の環境保全活動が終了し、社長と環境管理責任者により、取組結果の確認と評価を行った。 

 

環境活動取組結果 
 

１．環境に関連する法律および条令や協定、当社が合意した事項を遵守するために 

法令や自社で定めた規定の遵守状況 

➡ 外部からの指摘はなく法令等の違反はなかった 

詳細は７.環境関連法規の遵守状況に記載 

 

２．取り組み内容とスケジュール及び責任者、担当者 

（１）省エネ等二酸化炭素量の削減 

①自動車使用燃料の削減（環境活動策定日から毎日実施 責任者：事業部課長） 

結果 1.9％の増 目標の達成がでなかった、引き続き削減に努める 

中期目標の継続 

○エコドライブ１０項の実施により燃費の向上を図る（担当者：各ドライバー） 

朝礼時に所属長による注意喚起を行う。 

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○ドライバー記録簿の記入と点検 

安全運転管理者による点検。急ブレーキの使用時は安全運転の観点からも当事者へ注意喚起する  

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○廃棄物収集運搬計画を立て、効率の良い走行を図る（担当者：各ドライバー） 

所属長による計画の確認 

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○顧客への再資源化の提案、分別指導を行い循環型社会の形成に貢献するとともに 

収集運搬に関わる省エネルギーに努める 

廃棄物コンテナへの混載注意喚起 

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

 

②節電対策（環境活動策定日から毎日実施 責任者：事業部課長） 

結果 購入電力量で 3.25％の減 コロナ禍が一段落し換気による室内温度への影響が少なくなった為 

引き続き削減に努める  

中期目標の継続 

○室温を適正に設定し、必要な場所・時間のみ使用する（担当者：事業部・総務部担当） 

節電への注意喚起         

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○室内照明の点燈を適正にし、昼光の利用を促進する（担当者：全社員） 

節電への注意喚起         

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○事務機器の節電の徹底（担当者：全社員） 

節電への注意喚起         

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○夏場、社屋南窓面をつる植物(ゴーヤなど)で覆い、日差しを遮ることで室温を下げ、冷房使用を抑える 

（俗称「緑のカーテン」）（担当者：全社員） 

ゴーヤによる緑のカーテンの実施  
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➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

 

（２）廃棄物処理量の削減（環境活動策定日から毎日実施 責任者：事業部課長） 

結果 43.6％の増 廃棄物収集運搬に係る事業規模増に伴い廃棄物量が増えたため 

中期目標の継続 

○廃棄物の分別、保管を徹底し、できる限り資源化を図る（担当者：全社員） 

分別の徹底 

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○詰め替え可能な製品の購入と利用を進める（担当者：全社員） 

手指の消毒、洗剤の詰め替え商品の購入  

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○廃棄物の発生の抑制に心掛ける（担当者：全社員） 

分別ＢＯＸの設置などで発生の抑制への注意喚起 

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○充電式乾電池を購入し使用することで、廃棄される乾電池を減らす。（担当者：全社員）       

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

 

（３）総排水量の削減（環境活動策定日から毎日実施 責任者：事業部課長） 

結果 4.71％の減 夏季に地下水位が低下しため井戸水ポンプの使用を停止したので上水の使用量が増

加、グリーンカーテンの種類を散水量の少ないものに変更した 
中期目標の継続 

○洗車時の手順書を守り水の使用時間の短縮を心掛ける（担当者：各ドライバー） 

所属長による注意喚起 

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○トイレ用水の節減を図る（担当者：全社員） 

フラッシュレバーの使用法の周知 

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○井戸にメーターを取り付けて使用量を毎月チェックする（担当者：総務部） 

記録を確認し適正使用へ注意喚起する   

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○洗車時は浄水した井戸水を使用することにより上水道の使用を抑える（担当者：全社員） 

所属長による注意喚起  

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

 

（４）コピー用紙使用枚数の削減（環境活動策定日から毎日実施 責任者：事業部課長） 

結果 21.53％の減 提出書類の電子化が図られ、印刷枚数を減らすことができた。 
引き続きミスコピーの減少、裏紙の使用を心掛ける 
中期目標の継続 

○両面印刷、両面コピーの徹底（担当者：全社員） 

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○使用済用紙の裏紙使用の徹底（担当者：全社員）  

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○会議資料、手続き書類の簡素化の徹底（担当者：全社員）  

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○電子メディア等利用によるペーパレス化の推進（担当者：全社員） 

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○ミスコピー、ミスプリントの削減（担当者：全社員） 
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プリント前の確認の徹底  

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

 

（５）化学物質使用量の適正管理（環境活動策定日から毎日実施 責任者：事業部課長） 

結果   適正管理は行われていた。   

中期目標の継続 

○薬品保管庫の施錠の確認。（担当者：薬品担当） 

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○薬品保管庫内で劇物・毒物は種類ごとに分別して保管する。（担当者：薬品担当） 

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○薬品入荷・出荷等在庫量を記録する（担当者：薬品担当）➡ 活動の継続 

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

 

（６）受託した廃棄物の収集運搬時の環境配慮（環境活動策定日から毎日実施 責任者：事業部課長） 

結果  環境配慮は行われていた、引き続き環境配慮を意識する  

中期目標の継続 

○「二酸化炭素量の削減」項目の「自動車使用燃料の削減」と同じ（担当者：全社員） 

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○運搬時の法令を遵守し廃棄物の飛散の防止。 

     苦情・問題点はなかった。所属長による注意喚起  

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

 

（７）事務作業の効率化を図るために顧客情報や会計システムの見直しを図り、情報管理を一元化できるソフトウエ

アを導入する。 

結果  ソフトウエアの改善を行い、業務の効率化に繋がった 

中期目標の継続 

○ソフトウエアの熟達    

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○ソフトウエアの改善・更新の検討を始める 

➡取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

 

（８）地域ボランティアへの参加  地域への情報提供、地域の環境保全 

結果  コロナ禍が一段落したが活動の再開は行われていない 

参加可能な地域活動に引き続き取り組む 

中期目標の継続 

○島根県警主催 「子供女性みまもり運動」への参加。   

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 

○業務で使用している施設の清掃活動。          

➡ 取り組みはできたので、次年度も活動を継続する 
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７．環境関連法規等の遵守状況の確認 

及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 

法規名 遵守事項 遵守状況 

廃棄物処理法 収集運搬業者及び処分業者との委託契約締結 ○ 

委託契約書の保管 ○ 

マニフェストの管理・保管（5 年間） ○ 

産業廃棄物保管場所への掲示物の設置 ○ 

産業廃棄物管理票交付等状況報告 ○ 

浄化槽法 
浄化槽清掃業許可取得 ○ 

浄化槽保守点検業登録 ○ 

保守点検記録、浄化槽清掃記録の保管 ○ 

フロン排出抑制法 

 

すべての業務用冷凍空調機器は 3 ヶ月に 1 回以上

簡易点検を行う 
○ 

フロンの漏えいを発見した時は、漏えい箇所の特

定修理を完了するまでは、充填することは原則禁

止 

○ 

機器を廃棄するまで記録を保存 ○ 

毒物及び劇物取締法 
盗難防止の処置、飛散や漏えいの予防処置 ○ 

容器や貯蔵所に「医薬用外」「毒物」「劇物」の表

示、施錠 
○ 

事故、盗難、紛失の届け出及び譲受書の保管 ○ 

毒物劇物取り扱い責任者の選任 ○ 

 
環境関連法規等の順守状況の評価の結果、環境関連法規等は順守されていました。 
また関係者等からの違反の指摘及び訴訟等は 3 年間ありませんでした。 

 
  



 14

８．代表者による全体評価と見直し 

エコアクション２１の取組を通して、全社員の環境に対する意識も向上してきた。 県警主催の”女性こどもみま

もり運動”活動も着実に浸透している。 

今年度は全職員にＳＤＧＳ（持続可能な開発目標）の１７の目標と１６９のターゲットの理解もすすめていきた

い。 

  

一般・産廃廃棄物の収集運搬という環境に直結した業務を遂行していく上で、日頃から３Ｒ（リデュース、リユー

ス、リサイクル）に対する意識を持って業務に取り組んでいるが身の回りでのゴミの分別、エコ包装など身近の小

さなことから活動の実績を積み重ねていってほしい。 

 

昨年度より２０１７版ガイドラインを活用し環境活動に取り組んでいる、新しい取り組みを全社員が「理解・継

続・発展」していくことで会社全体の改革と地域社会への貢献に引き続き繋げていきたいと思う。また、環境関連

の法律・規則の改正時には、改正内容を確認し基準に沿った取り組みになるよう改定していってほしい。 

 

 

＜＜ 補 足 ＞＞ 
次回、環境活動レポートの作成は 2024 年 11 月頃発行予定 

（当社の会計年度が 8 月 31 日迄の為に、とりまとめは、9 月以降に実施する為） 

 

屋上の太陽光発電パネルによる発電量。 

2022 年 9 月～2023 年 8 月の間で 35,994kWh 発電しています。 

一般家庭で 4,258 kWh/年消費すると約 8 軒分をまかなっています。 
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9．別表 

 

＊＊ 別表１ ＊＊ 

一般廃棄物収集運搬業の許可の内容 
（出雲市） 

「許可番号」 第９号 

「許可年月日」 令和４年４月１日 

「許可の有効年月日」 令和６年３月３１日 

「許可された廃棄物の種類」 

市内一般廃棄物収集運搬業 

（積替え、保管については不燃物限定とする。） 

 

燃えるごみ、燃えないごみ、資源ごみ、粗大ごみ、事業ごみ 
 

（大田市） 

「許可番号」 環第Ｒ４－１８号 

「許可年月日」 令和４年２月１９日 

「許可の有効年月日」 令和６年２月１８日 

「許可された廃棄物の種類」 可燃物・不燃物 

 
家庭ごみ 資源物 Ａグループ（あき缶、廃乾電池、水銀体温計）、Ｂグループ（ガラス瓶、ペ

ットボトル）、Ｃグループ（ダンボール、新聞、その他の紙、布類、紙パック）、プラスチック

製容器包装 、燃やせるごみ、家庭不燃ごみ、家庭不燃粗大ごみ、事業ごみ 
 

（雲南市・飯南町事務組合） 
「許可番号」 指令エ第１６号 

「許可年月日」 令和４年２月１５日 

「許可の有効年月日」 令和６年２月１４日 

「許可された廃棄物の種類」 一般廃棄物収集運搬業 

 
燃やせるごみ、資源ごみ（ビン・カン、古紙類）、不燃ごみ（金属類、ガラス類、有害ごみ）、

粗大ごみ、事業ごみ 

 

＊＊ 別表２ ＊＊ 

建設現場等の概要及び件数 

元請工事・業務等 

工事・業務等

の名称 
規模（金額） 内容 

環境配慮

事項 

使用 

建設機械 

公共・民

間 

下水道管補修

工事等 

１件 

５百万円 

下水道既設管渠内の

補修工事 
 なし 公共 

下請工事・業務等 

工事・業務等

の名称 
規模（金額） 内容 

環境配慮 

事項 

使用 

建設機械 

公共・民

間 

下水道管補修

工事等 

１件 

百万円 

下水道既設管渠内の

補修工事 
なし なし 民間 

 


